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はじめに

我が国では､小学校段階における教科教育としての技術教育については､特殊な例を除いてこ

れまであまり研究がされてこなかった｡我が国には小学校段階に技術に関する教科が存在 しない

こと､小学校教員養成としての技術教育に独自に取り組まれてこなかったことなどがその原因で

あろう｡

2004年度より文部科学省の研究指定を受け､大田区で小学校段階での教科としての技術教

育の取組が始まった｡筆者はこの研究指定校に関わり､共同研究者の一員として活動を行ってい

る｡この学校の職員が､小学校段階における教科教育としての技術教育を実施するに当たり壁に

当たっていることは､何をしていいのかわからないという手がかりのなさである｡これに対 して､

従来の研究者が提起するカリキュラムの枠組みは､中学校の技術科を想定したものであり､技術

科の枠組みを踏襲するものである｡例えば､旧 ｢領域｣概念が崩せず､小学校でも ｢電気､機械､

加工､情幸臥 栽培｣が羅列されている.ところがこれまでの小学校におけるものづくりの実践を

みると圧倒的に加工が多い｡さらに､上記の領域に入らない､編む･織るの技術 (テキスタイル)､

食品の加工､遊び､自然との関わり､生活との関わりなどの視点が欠落 している｡これまでの教

育実践の成果や生活科におけるものづくり実践､理科工作の取組等をふまえると､小学校段階に

おける教科教育としての技術教育には､中学校と違った独自の教科内容構成の論理が必要である

と考えられる｡

そこで､本報告では ドイツの基礎学校における教科教育としての技術教育 (教科 ･工作)の技

術的陶冶に関する諸原則の検討を行い､我が国の小学校段階における教科教育としての技術教育

のカリキュラム開発の一助としたいoテクス トとLて､MonikaB凸ner女史の ｢基礎学校における

技術的陶冶一散科 ･工作に関する10のテーゼ｣を用いる｡

1.論文の位置

MonikaB凸ner論文は､ ｢学校における労働と技術｣ 〔AllbeitLIndTechnikinderShLlle〕 詰 199

7年5号に掲載された｡掲載の意図は､基礎学校における工作教授の発展的継承及び事実教授に

おける技術的陶冶の位置づけを明らかにし､教科専門科学と子どもの生活という2つの側面から

技術的陶冶の教授学的原則を示すことにある｡本報告ではとりわけ､教科専門科学という立場か

ら議論を行い､技術的陶冶を担 う教科の必要条件について考察する｡

2.10のテーゼ

MonikaB凸ner論文は上記の意図に基づき､ 10のテーゼが提起されている｡以下､それぞれに

ついて検討する｡

なお､テーゼ及び同論文の紹介部分を枠で囲み記載する｡
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テーゼ1:工作は連邦諸州の教科としては新しいo独立した教科と
して達成すべき課題があるロその際に他の教科との関連性や協調を

テーゼの1では､教科 ･工作の存在意義を考えるにあったって､教科が独自に

達成すべき課題を重視しつつも他教科との連携を視野に入れている｡これは工作

という教科の発展史から考えても妥当であるという｡ 工作はこれまでさまざまな

形で教育課程に位置づけられてきた｡ ドイツにおいては､歴史的には芸術的な教

料 (我が国の図画工作のように)としての位置､労働の教育としての位置 (労作

教育)､手仕事の教育という位置､技術的な陶冶を目指すという恒直などの展開
があった｡技術そのもののもつ総合的な性格がある以上こうした多方面にわたる

取り組みはあり得る｡その中であえて教科の独自性に固執するよりも､他教科と

協調して全体として子どもの技術的陶冶が達成できるように他教科との環流を考

えるというのである｡ただし､これを実施するにあたって工作に関する教科教育

学がいまだ充分に科学的に基礎づけられていない｡

ものづくりの教育を単独の教科をたてて実施するかどうかということに関しても一一｡定の議論が

あるoMonikaB凸nerは､教科 ･工作を位置づけるという立場であるが､教科で担うべき内容であ
る技術的陶冶の問題は､1教科だけでにないきれないoまた､小学校段階では必ずLも教科によ

る技術的陶冶のみに固執していない｡むしろ他教科との関連性を強め､他教科の中にある技術的

陶冶に関する内容を補完するといういみで積極的に関わりを兄いだそうとしている｡とりわけ､

事実教授との関連は重視されている｡

■■■■ ■■■ ■■ ■■■■■ ■■■■

技 テーゼ2:工作は､基礎学校における男女生徒の活動として調和の るo

とれた発達を保障するという意義があるo

術的陶冶を達成するためには､身をもって体験するということが必要であ

子どもの発達にとって実際にやってみるという意味は大きい○実際になすことに

よって､事象 (作業及び工程)､行為の結果 〔技術学)､構成的能力及び機能的な

方途､技術的な対象物に関する観念を創造するoその際､技術的な対象物の製作

ここで重要なのは ｢構成的能力と機能的な方途の習得｣である｡これは近年我が国でも作業段

取りの研究として土井が提起しているものづくりの計画的 ･構成的能力に醜するものと同じであ

ると考えられる｡それら諸能力の調和のとれた発達が技術的陶冶にとって重要なので､技術的陶

冶とは技術に関する能力に特化するものではなく､問題解決的､社会

的な能力としても考える必要がある二を提起している｡

土井康作 :辛労研第 31回大会記念講演酎叶より

土井が指摘しているようにものづくりの経験は､単に手を動かすということだけではなく｡ い

かにものを多く考えたかということによる影響が大きい｡そのためにはものづくりの ｢準備｣の

段階をどのようにものづくり教育に位置づけるかが課題となる｡上記のものづく■りわ過程に関す

る見通し (洞察)を与えることも重要である｡上井は､意欲と主体性を高めるために準備の段階

を指導者が用意するのでなく､子どもに企画させることの重要性を指摘している｡Monika鮎ner
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はそこまでは至っていないが､着眼点が類似している｡

■■■■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■

テーゼ3:教科 .工作は伝統を有しているDそれは ドイツ文化の一部

であり､歴史でもあるo約 100年間にわたって､工作は教育の内容

を担ってきた学校教育の構成要素であったo

子どもに文化を分かち伝えるという意味で教科の存在意義を考えるならば､

工作は伝統､歴史､内容からみて貴重な文化財であるo工作は子どもたちに

工作が文化の一一部として認知されていること､ものをっくることの精神的位置づけが我が国と

異なる｡我が国はものづくりの重要性は認められているが､それが文化として位置を占めるに至

っていないのではないだろうか｡

テーゼ4:教科 .工作における技術は､男女生徒の具体的な対象物と

体験を精神面でも手仕事を伴った面でも等しくしていくo

技緬は子どもがあれこれと考察したり､役に立つものをつくりだすことがで

技術的陶冶は､精神面と実際面との接合点になり得る｡それは技術を対象とするからであ.り､
ものをっくる場合には技術が対象とされる必要がある｡なんでもいいからものをつくればいいと

いう単純な内容選定はできない｡

工作には対象とする技術がっねに変化することが考えられる｡そのため､工

作の教授内容はつねに変化 ･発展を余儀なくされる｡

工作教育の内容諭は､これで確定という定式的なものではなく､きわめて社会的なものである｡

社会の変化や技術の発展に応 じて変化する必要がある｡その変化･発展法則は独自の論理がある｡

その成果を散り入れる必要がある｡
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でがで｢ テーゼ6:教科 .工作においては､技術的な課題が実践的に克服され

ながらも論理的に解明されるべきであるo

術はそもそも子どもの生活環境の一部としてそこに関わっているo工作

は､そうした技術にみあった目標設定がなされ､その目標に応じて教柿

選定されるo子どもは目標にあった形態で技術のモデルを操作すること

学ぶのではなく､技術のもつ課題やその実際的な克服という現実の基に

ここでは工作が対象とする技術の問題を議論している｡技術独自の論理がありなかがらも､そ

れを教えることが目標となるのではなく､子どもたち.の生活との関連が問われている｡工作で対

象とする技術は､子どもの生活している現実から選び取られその生活における技術的課題を克服

する過程に学びが成立することを説いている｡そうした過程に技術の論理性がっいて回るという

のである｡

テーゼ7:現在の教科 ･工作においては男女生徒は､子どもの世界

における芸術的な範境で技術を理解する｡これでは工作の内容構成

が技術 ･科学的基礎という方向性が欠如している｡技術的な内容構

成を重視して､子どもたちの変化する経験世則 こ基礎を置くべきで

ある｡

例えば､以下のような内容が考えられる｡

◎土木建築 (住まいと公共建造物､摘､河川工事､道路工事-弓

◎交通制度乗り物の技術

◎家庭での器具､工作で使う工具 ･機械

◎輸送技術

⑳手仕事､加工工学 (印刷､製本､編む ･織る､紡ぐ､摘み取る)

ドイツにおいても工作における教育内容構成が､芸術的なものに傾斜しているという認識があ

るo芸術的なものから技術的なもの-と転換する場合に取り組むべき内容が列挙されてい&oさ

らに､その場合チビもたちuj経験世界 性 情世界)から教材を選定していることが重要であるo
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●._■■ロ テーゼ8:教科 .工作は､基本的な技術にせまる方法として､

技術的素過程及びその関係性にせまるよう着手すべきであるo

男女生徒は､討論と作業の中で､目的と対象及び過程について

学び散るようにすべきである

男女生徒が技術を学ぶ過程とは以下の行為にあると考えられるo

十画すること､設計すること､発展させること､分析すること､工程管理､

ヒ較すること､製図､構成すること､段取りを組むこと､操作すること､

実験すること､試みにやつてみること､やりなおすことo子どもの工作は

労働に関わる活動を内容として含んでいるDこうした活動に関わる動機は､

ここでも先にみたように土井が提起した作業準備の部分が工作の教育内容として取り上げられ

ている｡取り上げ方として素過程をその要素としているところが特徴である｡素過程は具体的な

製作に関する技術よりも各素過程間の連関をつなぐ過程が重視されている｡工作の教育内容は､

これまで述べられていた子どもの手の巧敵性の向上ではなく､子どもがものをつくる行為をいか

に我がものとするのかとい視点から形成されている｡ また､討論を重視 していることに注目した

い｡最近の授業では､子どもは討論することを嫌がる傾向にある｡討論はいいから答えを早く知

りたがるo Lかし､討論の過程によって子ども甘草びが学びあい-と広めかつ深められることは

実践的に示されている｡討論をいかに構成するかは重要な問題である0

テーゼ9:工作の教授学は､一方では子どもの精神的かつ実践的

活動の組織にあるo もう一方では技術的な対象物､素過程に関わ

る技術の実用的論理の中にある口

教科 .工作における教授の原則は､男女生徒に技術を習得させること､

それを多様な仕方で身をもって体験させ､理解させることにあるoまた

､技術を学ぶことにより技術に関する社会的な視点を得ることにあるo

子どもが技術に関するものの見方 .考え方を得るためのアスペクトを獲

小学校段階の工作教育は､.これまで子どもの発達に見合ったという視点から考えられていた｡
このことは工作教育の 一一▲面である｡もう一一一万では､技術そのものをどのように内容化するのかと

いう視点が必要である｡その場合､技術独白O-j論理性､実脚.I-巨が必要である｡とりわけ､技術を

社会的な存在としてとらえ社会的現実の中に位置づけることにより､二 どもにとってもリアルな

教育内容を描き出すことが出来る｡

116



■■■■■■■■ テーゼ10:教科 .工作では､男女生徒に現実的な技術の世界 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

が見えるような教材開発､および歴史的な技術独自の分野を開

拓すべきであるo

教師が子どもを支援する方向として､工作では歴史的な発展過程を考慮

した新しい技術についても教材化を試みる必要があるoこうした発展的

な分野を扱わないのは､こどもをある種_の精神的な型にはめこんでしま

小学校段階での技術の教育で､先端技術や技術史的な内容を扱うかどうかは議論となるところ

であろう｡ しかし､現代の生産方法がものづくりの考え方やあり方そのものを替えてしまうよう

な変化をきたしていることから全く扱わないと言うことは､教育内容が非現実的になることもあ

り得る｡その場合に､無限定に考えるのではなく､歴史的な発展を考慮する必要が説かれている｡

技散研がコンピュータによる制御を教育内容とせずに ｢生産の白酬 ヒ｣ を教育内容と考えたこと

を想起したい｡これまでの生産技術の発展というベクトルの上で考える重要性を述べている｡

おわりに

これはドイツにおける一般的な見解とは言えない｡MonikaBGnerの個人的見解を述べたもので
ある｡しかし､そこには我が国の小学校段階における技術教育を考える上での重要な視点がある｡

とりわけ､中等教育以降の技術教育における枠組みや我々が中学校技術科で想定する旧簡域概念

が全く入っていないことに注目すべきである｡

我が国の小学校段階の教科教育としての技術教育を考える場合に､現在の技術科を基調とする

のではなく､小学校段階独自の枠組みを構築することが研究的には重要になっていると考える｡
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